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 研究成果の概要： 人工関節のサイズ・設置位置・角度などの検討や日本人の股関節で集めた CT データ結果により、日本人に合った大腿骨ステム（Femoral saving stem, 以下 F―ステム）を開発した。このF-ステムは現在我が国で使用されている通常の外国製の大腿骨ステムよりずっと小さいプロファイルであり、大腿骨骨幹部を温存させることができる。骨頭径も３６ｍｍと大きいため安定性に優れており正坐や温泉に浸かる和式の生活が容易になると思われる。実際の手術では手術侵襲が少なくなり、術後脱臼などを軽減させると思われる。術後成績を向上させるための手術進入路や軟部組織の再建についても知見が得られた。 
 交付額                                （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2005年度 2,100,0000 0 2,100,000 
2006年度 500,000 0 500,000 
2007年度 300,000 90,000 390,000 
2008年度 500,000 150,000 650,000   年度    総 計 3,400,000 240,000 3,640,000 

 
 研究分野：医歯薬学 科研費の分科・細目：外科系臨床医学 キーワード：整形外科学 
 １．研究開始当初の背景  研究開始当初、我が国で使用されている人工股関節の機種は殆ど外国製であった。外国製の人工股関節の形状は欧米人のデータを基に作られており、またその可動域などの機能も椅子やベッドでの生活を考えた西洋文化を背景に設定されている。  ２．研究の目的 全人工股関節置換術は高齢者の変形性股関節に対する治療法として、わが国でも普及

してきている。人工関節は欧米で開発され、股関節、膝関節ともに西洋生活様式を基本にデザインされている。人工膝関節では、日本人特有の正座が可能な屈曲角度が獲得できる機種が登場してきている。一方、殆どの人工股関節は欧米で開発されており、日本人特有の動作を加味したデザインは皆無である。そこで本研究は、日本人の体格に合致し、和風文化の基礎となる正坐が可能で安心して温泉に浸かれる人工股関節の開発とそのための手術方法の改良を目的とした。 
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３．研究の方法  日本人に固有の動作をできるだけ可能にするための人工関節のサイズ・設置位置・角度の検討を行った。日本人の股関節で集めた
CT のデータや計測結果をコンピューターで処理した。さらに殆どの変形性股関節の原因となる臼蓋形成不全股での動的不安定性を調査した。3 次元的人工股関節設置計画により、後外側進入法と Translateral approachの 2群に分け人工股関節再置換術を行い、術後機能の差異の有無を調べた。これらの手術成績を日本整形外科学会股関節機能判定基準と Harris Hip Score を用いて採点し、脱臼の頻度や不安定感についても調査した。人工関節置換術後の長期間して起こる弛みに関する基礎的な研究も行った。日本人の変形性股関節症の原因の大部分は臼蓋形成不全に伴う亜脱臼性・脱臼性股関節症である。この臼蓋形成不全の解剖学的破綻の原因や治療方法なども付随して調査した。 
 ４．研究成果 人工関節のサイズ・設置位置・角度の検討を行い、術後における歩行中の骨盤の動きと股関節外転筋力との間の優位の関連が認められた。人工股関節臼蓋コンポーネントの設置位置については、高位に設置するとステムのオフセットの短縮が原因と考えられる外転筋力の低下が起こることが分かった。術後の股関節の安定性と手術操作との関連では、側方進入による術後の外転筋縫合不全を起こさないためには中殿筋を縦割剝離する位置はなるべく大転子後方部分で行う方が強固な縫合に有利であることが解剖学的に明らかになった。脱臼を防止するために人工股関節置換術中に行っている軟部組織再建方法については後外側進入では梨状筋腱・外閉鎖筋腱などの後方要素の再建が大切であり、外側進入では大転子部で切離した中殿筋腱を強固に再縫合することが重要である。日本人の股関節で集めた CTのデータや計測結果により、我々は日本人に合った大腿骨ステム（Femoral saving stem, 以下 F―ステム）を開発した。この F-ステムは現在我が国で使用されている通常の外国製の大腿骨ステムよりずっと小さいプロファイルである。このため大腿骨骨幹部を温存させることができる。また実際の手術で股関節周囲の展開を小さくして行える利点があり、この利点は手術侵襲を少なくし術後脱臼などを軽減させると思われる。また骨頭径も３６ｍｍと大きいため安定性に優れており正坐や温泉に浸かる和式の生活が容易になると思われる。平成 19年秋から使用可能になり、既に６０症例以上の患者に設置し、優れた成績を得つつある。変形性股関節の原因となる臼蓋形成不全股での動的不安定性について 3 次元加速度計を

用いて調査し、正常な股関節と比較して臼蓋形成不全股では歩行中骨頭が外方・上方・後方の方向へ不安定であることを定量的に証明した。人工股関節後の弛みに関する実験的研究では、術後の弛みを予防するためには術前からの Alendronate と Calcitriol の投与が有効であると示唆された。臼蓋形成不全に伴う亜脱臼性・脱臼性股関節症の治療の治療に関しては、なるべく早期に骨切り術による治療が効果的であると判明した。変形性股関節症の原因として欧米で注目されているFemoroacetabular Impingementとの我が国での頻度は極めて低いことも分かった。  ５．主な発表論文等 （研究代表者、研究分担者及び連携研究者には下線） 
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